


第２号酉桂町議会だよ １〕

９月定例町議会は９月２０目より２９目ま

での１０目間の会期で行われました
。

町より提出された条例案４件、補正予

算案３件、決算認定５件はいずれも原案

可決されました 。

一般質問者は一名で田Ｉの考え方を質し

ました
旬

部
市
計
画
，
■
会
条
例
の
制
定

提
案
理
由

　
都
市
計
画
の
策
定
及
び
都
市
計
画

事
業
の
円
滑
な
実
施
運
営
を
図
る
た

め
に
町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
都
市

計
画
審
議
会
を
設
置
す
る
。
平
成
６

年
度
か
ら
の
下
水
道
事
業
の
実
施
に

関
し
て
も
都
市
計
画
審
議
会
の
設
置

が
必
要
で
あ
る
。

説
明

　
都
市
計
画
審
議
会
は
、
町
長
の
諮

問
に
応
じ
、
都
市
計
画
の
策
定
及
び

都
市
計
画
事
業
の
実
施
に
関
し
、
必

要
な
事
項
を
調
査
、
審
議
し
て
、
意

見
の
答
申
を
行
う
団
体
で
す
。

提
案
理
由

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
。

説
明

　
宅
地
に
固
定
資
産
税
を
課
す
る
場

合
、
住
宅
用
地
で
あ
る
か
非
住
宅
用

地
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
税
額
が
か
わ
っ

て
き
ま
す
。
住
宅
用
地
の
固
定
資
産

税
は
、
非
住
宅
用
地
の
そ
れ
に
比
べ

て
税
負
担
は
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
改
正
で
は
、
住
宅
用
地
の
負

担
軽
滅
を
更
に
図
ろ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
土
地
の
固
定

資
産
税
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
課
税
根

拠
と
な
る
土
地
評
価
額
が
上
昇
す
る

か
ら
で
す
。

　
土
地
評
価
額
が
上
昇
す
る
と
税
負

担
も
上
昇
す
る
わ
け
で
す
が
、
今
回

の
改
正
で
は
、
負
担
調
整
率
と
い
う

も
の
も
改
正
さ
れ
急
激
に
高
騰
す
る

税
負
担
を
和
ら
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。　

こ
の
改
正
条
例
の
適
用
は
評
価
替

の
あ
る
平
成
六
年
度
か
ら
で
す
。

家
庭
奉
仕
二
派
邊
手
敦
榊
条
例
の
一

部
改
正

提
案
理
由

　
国
の
運
営
要
綱
の
改
正
に
よ
る
。

内
容

　
身
体
障
害
者
、
心
身
障
害
児
の
家

庭
は
、
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
条
例

改
正
は
、
派
遣
の
手
数
料
を
二
十
円

値
上
げ
し
て
一
時
問
当
た
り
八
百
八

十
円
に
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
派

遣
手
数
料
を
納
付
す
る
人
の
所
得
税

額
が
一
定
基
準
以
下
で
す
と
、
派
遺

手
数
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

減
額
金
額
も
二
十
円
多
く
な
り
ま
し

た
。
従
っ
て
派
遣
手
数
料
の
滅
額
を

う
け
て
い
る
家
庭
の
実
質
的
負
担
は

変
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
人
医
口
，
助
成
金
支
沿
条
例
の
一

郡
改
正

提
案
理
由

条
例
内
容
中
、
規
定
根
拠
と
し
て

い
る
政
令
＾
国
民
年
金
法
施
行
令
一

部市計画ってなんだろう？

元前の古代ローマ帝国では、驚くぺき事業が実践

ていました。それは、この時代に下水道整備事業

われていたということです。都市の健全なる発展

序ある整備を図りながら吉代人は生活していたの

　現在の欧米諸国の素晴らしい景観、町並みは、昔か

らのまちづく １〕に対する進んだ考え方の表れでしょう
。

　■方、目本は経済犬国と呼ばれていますが、都市の

整備 ・開発に関してはかな １〕遅れていると言われてい

ます。従って、これからの町の在 １〕方を考え、改善を

進めてし、くことが日本のわたしたちの今後の課題です
。

　現在の地域整備において特に重要とされているもの
は、 道路 ・公園 ・下水道ですが、これらを中心として ・

町としての機能を効果的に発揮させるため、計画性の

ある町づく １〕をすることが都市計画の目的です。つま

り都市…寸画とは限られた町の土地の中に計画的な土地

利用の青写真を描くことであリ 、それを実践していく

場所のことを都市計画区域というのです
。

　町では今、この青写真なるものを作成しています 。

の
改
正
に
よ
る
。

内
容

　
特
定
の
砺
歳
以
上
の
人

や
鯛
歳
以
上
の
人
は
医
療

費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
病
院
に
支
払
う

金
額
は
安
く
て
す
み
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
老
人
医
療

費
の
助
成
は
、
一
定
の
所

得
金
額
以
上
の
人
な
ど
は

制
限
さ
れ
て
お
り
、
す
べ

て
の
老
人
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
改
正
は
、

所
得
制
限
を
二
万
円
緩
和

す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、

ほ
ぼ
毎
年
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
。
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一
腋
会
叶
汕
正
予
算
第
一
一
号

禰
正
額
　
八
○
、
一
二
二
千
円
追
加

総
　
額
　
一
、
六
三
二
、
九
一
二
二
千
円

内
容
補
正
金
額
の
大
き
な
も
の

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

・
渇
ｏ
マ
ス
タ
ー
フ
ラ
ン
見
ｏ
し
業

　
お
曇
湿
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
百
万
円

　
県
で
は
山
林
の
在
り
方
な
ど
を
定

め
た
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成

し
ま
す
。
こ
の
作
成
に
伴
い
県
は
市

町
村
の
意
向
や
計
画
案
を
把
握
す
る

た
め
地
域
の
資
料
提
示
を
求
め
て
い

ま
す
。
こ
の
資
料
作
成
経
費
で
す
。

・
町
民
憩
の
森
実
施
殴
甘
委
託
倒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
万
円

　
下
暮
地
の
山
林
に
建
設
を
予
定
し

て
い
る
公
園
の
設
計
委
託
料
。
建
設

工
事
は
平
成
６
年
度
で
す
。

・
老
人
倶
ｏ
法
筍
別
含
計
４
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
百
一
一
十
万
円

　
７
０
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
が
当
初

の
予
想
よ
り
伸
び
て
き
て
い
る
た
め
、

き
ま
り
に
従
い
財
源
を
一
般
会
計
に

求
め
る
も
の
で
す
。

・
町
迫
ｍ
□
■
讐
晒
帽
工
■

　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
一
一
一
十
万
円

　
駅
裏
線
の
一
部
を
拡
幅
す
る
た
め

の
工
事
費
等
で
す
。

・
管
外
保
育
委
洗
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
八
十
万
円

　
西
桂
町
の
住
所
を
有
し
て
い
る
児

童
で
、
町
外
で
保
育
を
う
け
て
い
る

児
童
に
か
か
る
経
費
負
担
分
で
す
。

藺
易
水
道
特
呈
会
計
補
正
予
算
第
一

号総
　
額
　
八
六
、
八
七
二
千
円

内
　
容
　
ほ
と
ん
ど
が
工
事
請
負
費

の
追
加
で
す
。

百
五
十
メ
ｉ
ト
ル
に
も
な
り
、
こ
れ

で
石
綿
管
は
、
ほ
ぼ
除
去
さ
れ
ま
す
。

・
ｏ
易
水
道
特
別
含
計
欄
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
六
百
万
円

　
簡
易
水
道
事
業
の
見
直
し
に
よ
り

一
般
会
計
の
繰
出
金
は
不
用
と
な
り

ま
し
た
。
簡
水
会
計
に
お
い
て
事
業

財
源
を
補
助
金
、
起
債
に
求
め
た
た

め
で
す
。

・
竈
源
ご
み
回
阪
委
湿
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
ｔ
＋
万
円

　
資
源
ご
み
回
収
は
当
初
年
３
回
の

予
定
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
毎
月

実
施
の
た
め
業
老
に
支
払
う
回
収
委

託
金
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

・
石
綿
竈
布
設
蓄
工
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
千
万
円

　
土
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
水
道
管
の

一
部
に
は
、
ま
だ
石
綿
管
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
石
綿
管
は
、
老
朽

化
に
伴
い
破
裂
す
る
こ
と
が
多
く
断

水
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
石
綿
管
を
耐
久
性
の

あ
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
に
取
り
替
え

る
た
め
工
事
費
を
追
加
し
、
総
額
四

千
万
円
事
業
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
県
の
補
助
を
受
け
て

実
施
す
る
も
の
で
、
総
延
長
は
千
四

・
○
見
宝
８
寺
忽
配
水
竈
布
設
工
○

　
　
　
　
　
　
　
△
四
百
ｔ
＋
万
円

　
当
初
国
の
補
助
事
業
と
し
て
予
算

積
算
し
た
も
の
を
上
記
の
県
補
助
事

業
で
あ
る
石
綿
管
布
設
替
工
事
に
取

入
れ
た
た
め
の
減
額
で
す
。

・
小
沼
８
迫
配
水
竈
布
殴
工
箏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
百
万
円

　
道
路
舗
装
打
替
工
事
に
伴
う
関
連

水
道
事
業
で
す
。

・
低
区
水
源
改
良
工
，

　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
九
十
万
円

　
国
の
補
助
を
受
け
て
行
う
事
業
で

低
区
水
源
地
の
送
水
管
の
補
強
工
事

で
す
。

・
中
掌
鮫
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
殴
－
－
一
並

　
ぴ
に
敦
室
改
遣
工
，

　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
五
百
万
円

　
国
の
補
助
を
う
け
て
中
学
校
で
、

Ｌ
Ｌ
教
室
を
改
造
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

教
室
を
造
り
ま
す
。
教
室
改
造
工
事

費
が
二
千
四
百
万
円
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ｉ
機
器
が
三
千
百
万
円
で
す
。

・
公
ｏ
ｕ
■
金

　
　
　
　
　
　
　
　
穴
百
一
一
一
十
万
円

　
平
成
４
年
度
借
入
分
の
償
還
が
翌

年
度
か
ら
始
ま
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
平
成
５
年
度
分
の
償
還
元
金
利
子

で
す
。

老朽化した石綿管（水道管取替工事の現場から）

老
人
保
ｏ
法
特
別
会
計
補
正
予
轟

一
号

総
　
額
　
二
二
二
、
三
一
五
千
円

内
容
こ
の
会
計
は
７
０
歳
以
上
老

人
の
医
療
費
を
支
払
う
会
計
で
す
。

　
今
回
の
補
正
は
、
急
激
な
医
療
費

の
伸
び
に
よ
り
当
初
の
見
込
み
で
は

不
足
が
生
じ
る
た
め
病
院
な
ど
に
支

払
う
医
療
費
を
追
加
を
す
る
も
の
で

す
。　

な
お
、
こ
の
支
出
は
、
山
梨
県
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
、

県
、
並
び
に
町
で
賄
い
ま
す
。
町
の

負
担
分
は
、
三
百
二
十
万
円
で
、
一

般
会
計
よ
り
繰
り
入
れ
ま
す
。

平
成
４
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

平
成
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
認
定

平
成
４
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
決

算
認
定

平
成
４
年
度
老
人
保
健
法
特
別
会
計

決
算
認
定

平
成
４
年
度
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

　
町
に
は
全
部
で
五
つ
の
会
計
が
あ

り
ま
す
。
毎
年
九
月
定
例
議
会
に
は

こ
の
五
会
計
の
前
年
度
収
支
を
審
議

し
ま
す
。

　
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
の

広
報
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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般
質
問

こ
こ
が
き
き
た
い

　
　
九
月
定
例
議
会
に
お
い
て
牛
田
茂
議
員

　
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
本
部
車
庫
詰
所
整
備
に
つ
い
て

回
役
場
庁
舎
新
築
以
前
に
お
い
て
は
、
役

場
敷
地
内
に
消
防
会
館
が
あ
り
、
消
防
団
の

会
議
及
び
緊
急
事
態
の
詰
所
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
た
と
聞
き
及
ん
で
い
る
竈
現
在
の
本

部
－
号
車
車
庫
は
緊
急
事
態
の
即
応
体
制
を

と
る
に
は
、
老
朽
し
て
お
り
手
狭
で
あ
り
危

倶
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
期
総
合
計
画

の
中
で
も
、

「
火
災
発
生
の
原
因
は
複
雑
・

　
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
う

　
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た

　
め
消
防
力
の
強
化
の
必
要

　
性
が
課
題
で
あ
る
。
」
と

　
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
本

　
部
章
庫
の
整
備
、
本
団
詰

役場前の消防団本部車庫

所
の
充
実
に
つ
い
て
ご
所

見
を
伺
い
た
い
。

圏
　
町
長

　
消
防
本
部
－
号
車
の
章

庫
は
確
か
に
老
朽
化
し
て

お
り
大
変
手
狭
で
あ
る
。

今
後
の
町
の
諸
事
業
の
実

施
計
画
の
中
で
財
政
的
な

面
も
考
慮
し
な
が
ら
消
防

団
本
部
の
詰
所
を
備
え
た

車
庫
の
建
て
替
え
を
検
討

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
。

柿園地区にある郷土公園（平成４年３月完成〕

公
園
建
設
事
業
に
つ
い
て

固
　
県
政
課
題
の
中
で
、
不
足
す
る
都
市
公

園
、
小
規
模
公
園
事
業
の
促
進
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
代
表
的
な
公
園

は
郷
土
公
園
、
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
ド
と
数
少
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

本
町
地
区
に
お
い
て
は
、
公
園
事
業
調
査
経

費
が
本
年
度
に
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。
倉

見
地
区
に
お
い
て
は
、
戸
数
人
口
が
増
大
し

て
い
る
昨
今
、
老
人
・
児
童
公
園
整
備
事
業

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
不
足
す
る
身
近

な
公
園
施
設
に
つ
い
て
ご
所
見
を
承
り
た
い
。

圏
　
町
長

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
公
園
は
、

の
地
区
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
。

ま
だ
全
部

倉
見
地
区

も
不
足
し
て
い
る
と
思
『
て
い
る
。
ラ
ン
ラ

ン
ラ
ン
ド
、
郷
土
公
園
と
同
じ
よ
う
な
規
模

の
公
園
は
、
三
地
区
に
は
な
い
の
で
、
用
地

の
調
達
が
で
き
立
地
条
件
が
整
え
ば
、
老
人

子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
を
三
地
区
に

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

圏
企
画
課
長

　
地
域
の
方
々
、
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ

る
な
ら
ぱ
、
造
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
地

元
の
議
員
の
協
力
を
お
願
い
し
、
よ
り
よ
い

も
の
を
造
る
よ
う
相
談
は
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
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国
道
渋
滞
緩
和
対
策
事
業
に
つ
い
て

固
　
平
成
五
年
度
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
る
下

水
道
事
業
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
国
道
は
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
と
想
定
さ
れ
る
。
国
道

二
＝
九
号
線
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
溝
下
二
号

線
を
中
心
と
し
た
事
業
を
推
進
し
て
い
る
が

そ
の
進
捗
状
況
を
お
尋
ね
し
た
い
。

圏
　
町
長

　
国
道
二
一
一
九
号
線
は
大
変
な
混
み
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
現
在
建
設
中
の
溝

下
二
号
線
を
中
心
と
し
た
道
路
整
備
を
し
、

町
の
中
に
流
れ
込
む
通
過
交
通
の
安
全
を
図
う

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
現
在
、
溝
下
二
号
線
を
県
道
に
昇

格
す
る
よ
う
県
に
交
渉
中
で
あ
る
。
建
設
省

に
お
い
て
は
都
道
府
県
の
路
線
設
定
基
準
の

見
直
し
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
県
道

見
直
し
作
業
の
第
一
番
目
の
グ
ル
ｉ
プ
に
西

桂
町
の
溝
下
二
号
線
が
入
っ
て
い
る
と
県
か

ら
聞
い
て
い
る
。

柿園側から見た町道溝下２号線

画
　
国
道
；
一
九
号
線
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

平
成
五
年
一
月
二
十
日
付
で
西
桂
町
長
、
富

士
吉
田
市
長
、
都
留
市
長
の
連
名
に
て
予
定

路
線
を
提
示
し
た
農
道
整
備
事
業
の
陳
情
が

県
に
な
さ
れ
た
。
こ
の
県
へ
提
示
さ
れ
た
予

定
路
線
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
議
会
に
お
い

て
、
議
会
及
び
地
区
に
相
談
し
て
決
定
す
る

と
い
う
町
長
答
弁
だ
が
、
議
会
、
地
区
に
路

線
の
相
談
を
し
て
い
な
い
現
状
を
お
尋
ね
す

る
。圏

　
町
長

　
確
か
に
同
日
付
で
予
定
路
線
を
提
示
し
て

県
に
陳
情
し
た
竈
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
仮
想
路
線
で
あ
っ
て
西
桂
地
区
の
路
線

が
具
体
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。　

ま
た
、
私
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
県
道

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
県
の
土
木
事

務
所
、
土
地
改
良
事
務
所
へ
赴
い
て
そ
の
意

向
を
伝
え
た
が
、
担
当
事
務
所
で
も
県
道
と

農
道
と
の
関
連
性
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
課

題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
楽
　
　
＊

固
　
溝
下
二
号
線
を
中
心
と
し
た
国
道
渋
滞

緩
和
策
だ
が
、
学
識
経
験
着
、
区
長
、
あ
る

い
は
議
員
等
を
含
め
て
幅
広
い
声
を
聞
く
全

町
的
な
生
活
関
連
道
路
促
進
委
員
会
を
設
立

し
、
事
業
を
一
刻
も
早
く
推
進
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

圏
　
町
長

　
学
識
経
験
者
、
各
方
面
の
有
識
老
を
交
え
、

そ
の
よ
う
な
委
員
会
を
作
り
十
分
検
討
し
た

ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
を

も
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
暫
く
時
聞
を
頂
戴

し
、
進
め
て
い
き
た
い
と
恩
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

回
　
三
月
定
例
議
会
に
は
、
議
員
全
員
が
国

道
渋
滞
緩
和
対
策
事
業
の
早
期
推
進
に
議
会

と
し
て
も
陳
情
に
赴
く
と
い
う
意
思
を
表
示

し
た
が
。

圏
　
町
長

　
状
況
が
整
い
し
だ
い
議
員
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

圏
　
振
輿
課
長

　
現
在
、
県
道
認
定
に
つ
い
て
県
と
折
衝
中

で
あ
る
。
見
通
し
が
つ
き
し
だ
い
お
願
い
し

た
い
。

今度の議会は１２月です

あなたも僑聴してみませんか

問い合せ８（２５）２１２１

　　　　議会事務局まで
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経
過
説
明

　
本
年
度
は
歴
史
的
な
冷
害
に
よ
り
、

水
稲
被
害
が
全
国
的
に
深
刻
な
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
西
桂
町
に
お
い

て
も
全
て
の
水
田
に
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
町
に
お
け
る
冷
害
に
対
す

る
適
切
な
取
り
組
み
が
、
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
冷
害
に
対
す
る

町
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
ま
し
た
。

町
説
明

　
議
員
全
員
で
協
議
す
る
会
議
の
こ
と

を
全
員
協
議
会
と
い
い
ま
す
。

　
本
会
議
が
あ
る
の
に
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ

法
的
根
拠
を
も
た
な
い
全
員
協
議
会
と

い
う
会
議
を
西
桂
町
議
会
に
限
ら
ず
多

く
の
嚢
瓦
は
開
催
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
本
会
議
の
よ
う
に
形
式
に
と

ら
わ
れ
な
い
の
で
、

け
る
こ
と
が
で
き
、

詳
細
な
説
明
を
受

自
由
な
発
言
が
で

全
員
協
議
含
と
は

き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
た
だ
し
、
会
議
結
果
は
法
的
効
力
を

生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
密

室
会
議
に
な
リ
や
す
く
会
議
公
開
の
原

則
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
も
あ
リ
ま
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
す

る
と
董
に
や
む
を
え
な
い
轟
に
限
っ

て
全
員
協
議
会
を
開
会
し
行
過
き
の
な

い
よ
う
当
議
会
で
は
心
掛
け
て
い
ま
す
。

さ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
町
で
は
水
稲
共
済
金
の

早
期
支
払
実
現
に
向
け
て
国
及
び
県

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
と
と
も
に
、

平
成
五
年
産
水
稲
種
子
の
確
保
が
困

難
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
確
保

に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
水
稲
共
済
金
の
早
期
の
支
払
実

現
に
同
け
て
、
具
体
的
に
ど
の
様
な

働
き
か
け
を
行
う
の
か
。

冷害を調査する県知亭

　
八
月
に
入
り
低
温

の
日
が
続
き
、
水
稲

の
生
育
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、

冷
害
調
査
を
行
っ
た
。

冷
害
に
対
す
る
町
の
対
応
は
ｚ
一
．
、
一

水
稲
被
害
に
早
急
■
な
共
済
金
の
支
払
を
！

で
斡
旋
を
行
レ
　
現
在
農
事
組
合
に

お
い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　
町
で
は
九
月
に
二
回
の
水
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
南
都
留

地
方
振
興
事
務
所
の
要
請
に
よ
り
南

都
留
管
内
農
業
関
係
機
関
が
一
同
に

会
し
、
農
業
災
害
対
策
本
部
打
合
せ

会
が
実
施
さ
れ
た
。

　
水
稲
被
害
調
査
の
結
果
、
忍
野
村

及
び
富
士
吉
田
市
な
ど
の
高
地
で
全

滅
に
近
い
被
害
を
受
け
、
そ
の
他
の

地
域
で
も
冷
害
に
よ
る
減
収
が
認
め

ら
る
。
町
に
お
い
て
も
平
年
の
半
分

以
下
に
収
量
が
落
込
む
こ
と
が
予
想

答
　
山
梨
富
士
農
業
共
済
組
合
に
お

い
て
、
共
済
金
の
支
払
業
務
を
行
「

て
い
る
。
町
と
し
て
は
こ
の
業
務
が

適
正
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

共
済
組
合
長
に
要
請
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
県
に
対
し
て
は
、

共
済
金
の
清
算
払
よ
り
も
っ
と
早
く

支
払
う
こ
と
が
可
能
な
共
済
金
の
仮

払
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
財
源
確

保
の
た
め
共
済
組
合
へ
の
一
時
補
助

を
行
う
よ
う
、
南
都
留
全
体
で
要
請

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
　
冷
害
に
よ
る
農
業
離
れ
が
大
変

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
農

家
に
対
す
る
支
援
が
遭
切
に
行
え
る

よ
う
、
議
会
を
含
め
た
震
業
関
係
機

関
の
役
員
を
招
集
し
、
冷
害
に
対
す

る
取
リ
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
を
も
う
け
た
ら
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

答
　
町
と
し
て
も
早
急
に
会
議
を
設

定
し
、
今
後
の
冷
害
に
対
す
る
適
切

な
取
り
組
み
を
行
え
る
よ
う
、
皆
様

方
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
所
存
で
あ

る
。

問
　
来
年
度
水
稲
作
付
の
た
め
の
水

稲
種
子
確
保
を
、
ど
の
様
な
取
リ
組

み
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
　
毎
年
、
県
主
要
農
産
物
生
産
改

善
協
会
の
水
稲
種
子
を
、
農
事
組
合

を
通
じ
て
農
家
へ
の
斡
旋
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
際
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
百
円
程
度
の
補
助
を
行
ｉ
て
き

た
。
本
年
度
に
限
っ
て
補
助
単
価
を

引
き
上
げ
、
三
百
円
を
越
え
る
補
助

を
行
い
、
う
る
ち
米
種
子
で
昨
年
度

の
半
額
二
百
円
、
も
ち
米
は
三
百
円

じ
ゃ
な
い
か
９
｛
本
町
公
【
日
∴

経
過
説
明

　
当
初
予
算
に
本
町
桂
川
沿
い
周
辺

の
土
地
を
利
用
し
て
公
園
設
置
の
た

め
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
調
査
予
算
の
執
行
状
況
、
調
査

内
容
の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

町
説
明

　
長
期
総
合
計
画
の
中
に
「
地
区
の

公
園
整
備
」
が
掲
げ
て
あ
る
。
そ
れ

を
う
け
て
、
本
町
の
通
称
柿
の
木
局

辺
に
公
園
を
造
る
べ
く
計
画
を
立
て

た
。
十
月
に
入
っ
た
ら
地
権
老
の
同

意
の
上
に
土
地
の
測
量
に
入
り
た
い
。

問
　
調
査
資
料
は
い
つ
ご
ろ
で
き
る

の
か
。
公
園
の
予
算
規
模
は
。

答
　
調
査
資
料
は
、
十
二
月
に
は
で

き
る
と
思
う
。
事
業
規
模
な
ど
具
体

的
な
こ
と
は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
が
、

測
量
は
地
権
者
の
同
意
を
得
て
行
い
、

そ
の
後
具
体
的
な
構
想
を
示
し
て
土

地
交
渉
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
用
地
取
得
の
め
ど
も
立
た
ず
に

設
計
等
に
費
用
を
掛
け
る
の
は
ど
ん

な
も
の
か
。
設
計
等
の
費
用
が
場
含

に
よ
っ
て
は
無
駄
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
と
患
う
が
。

答
　
よ
く
検
討
し
た
い
。

問
　
進
入
路
は
。

答
　
幹
部
会
の
話
し
合
い
で
も
問
題

と
な
っ
た
。
今
後
検
討
す
る
。

問
　
答
弁
を
聞
い
て
い
る
と
ま
だ
内

容
が
で
き
て
い
な
い
。
予
算
計
上
か

ら
半
年
が
過
ぎ
た
の
だ
か
ら
も
う
少

し
検
討
し
て
あ
る
べ
き
だ
が
如
何
か
。

答
　
ご
指
摘
の
点
、
十
分
承
知
を
し

て
今
後
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た

い
。
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総
務
委
員
会
で
は
本
町
公
民
館
の

建
設
に
つ
い
て
町
よ
り
現
場
説
明
を

う
け
ま
し
た
。

　
公
民
館
は
５
地
区
全
部
に
建
設
し

ま
す
が
、
町
が
地
区
に
求
め
た
土
地

な
ど
の
建
設
条
件
が
整
っ
た
地
区
か

ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

本町公民会館

和室３８ ．５■

台所８，

関豆

和室１０■

和室６■

１岡彗竈句３０ ．５坪２階約９ ．５坪

平
成
五
年
九
月
二
十
七
日

消
防
団
本
部
詰
所
設
置
に
関
す
る
要

望
書

陳
情
老

西
桂
町
消
防
団
長
　
　
山
崎
　
誠

西
桂
町
消
防
副
団
長
　
川
村
　
貢

西
桂
町
消
防
副
団
長
　
小
林
隆
芳

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
を
ご

存
知
で
す
か
。
富
士
北
麓
地
域
の
一

体
的
な
振
興
整
備
を
図
る
組
合
で
構

成
市
町
村
は
次
の
と
お
り
で
す
。

富
士
吉
田
市
・
西
桂
町
・
河
□
湖
町
・

山
中
湖
村
・
忍
野
村
・
勝
山
村
・
足

和
田
村
・
鳴
沢
村
・
上
九
一
色
村
。

　
こ
の
組
合
の
執
行
機
関
側
に
各
市

町
村
長
が
充
て
ら
れ
、
議
会
側
に
各

市
町
村
議
会
か
ら
決
め
ら
れ
た
人
数

＾
西
桂
町
は
２
名
）
の
議
員
が
選
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
組
合
で
平
成
５
年
度
に
「
富

士
五
湖
統
一
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
サ
イ

ン
と
は
標
識
、
看
板
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
等
の
表
示
を
意
味
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
業
内
容
は
下
図
の
よ

う
な
ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
イ
ン
と
総
合
案

内
板
の
２
種
類
を
構
成
市
町
村
に
設

置
（
計
１
８
墓
〕
す
る
も
の
で
す
。

　
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
統
一

さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
案
内
板
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
富
士
五
湖
地

域
市
町
村
の
存
在
を
分
り
や
す
く
紹

介
し
、
観
光
地
と
し
て
の
景
観
の
整

備
、
あ
る
い
は
観
光
ル
ー
ト
巡
回
の

目
安
と
し
て
、
周
遊
性
・
機
能
性
を

古
同
め
る
も
の
で
す
。

　
同
組
合
で
は
、
こ
の
事
業
を
基
礎

に
管
内
＾
ユ
市
２
町
６
村
）
の
既
設

サ
イ
ン
も
逐
次
交
換
す
る
な
ど
し
て
、

将
来
的
に
は
サ
イ
ン
の
統
一
化
を
目

指
し
、
誘
導
機
能
の
整
備
、
充
実
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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５４１
目日日

２６　２５　２４　２３　２０　１９

日日日目目目
１４１３　１２

日日　日
９８
日日

３０２７

日日
総
務
委
員
協
議
会

郡
体
育
祭

富
士
吉
田
市
議
会
正
副
議
長

就
任
挨
拶

県
議
長
会
研
修

リ
ニ
ア
富
士
北
麓
協
議
会
総

会杜
会
委
員
協
議
会

農
業
委
員
当
選
証
書
付
与
式

常
任
委
員
長
研
修

例
月
出
納
検
査

議
会
広
報
委
員
会

農
振
地
域
整
備
促
進
協
議
会

建
設
委
員
協
議
会

建
設
委
員
協
議
会

本
町
公
民
館
地
鎮
祭

体
協
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

た
く
ま
し
い
西
桂
っ
子
が
育

つ
集
会

河
口
湖
放
水
路
竣
工
式

社
会
委
員
協
議
会

納
税
組
合
長
会
議

農
業
委
員
会

２１
日日

３０　２９　　　　２８　２７　２５

日日　　日日目
２４　　　　２３　２２　　　　２１

日　　日日　　日
２０１９

日日

１７　１６　１５　１１　８

日日日日日
６

日

ち
び
っ
子
球
技
大
会

消
防
委
員
会

総
務
委
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

消
防
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
犬
会

例
月
出
納
検
査

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
花
火
祭

桂
川
流
域
下
水
道
事
業
説
明

会本
町
公
民
館
上
棟
式

都
留
警
察
署
管
内
暴
力
追
放

協
議
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
三
ツ
峠
太
鼓

祭　
　
〃

防
災
訓
練
打
ち
合
せ
会

決
算
監
査

決
算
監
査

広
域
組
合
議
会

広
域
組
合
議
会

ユ
ニ
シ
ア
精
工
納
涼
祭

ポ
ン
プ
車
操
法
出
場
選
手
激

励
会

商
工
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

決
算
監
査

１
日

８２
日日

１２１０９

日日日
２９２７

日日
２５２４２０

日臼日
１７１５１４

日日日

防
災
訓
練

ゴ
ル
フ
場
経
過
説
明
会

郡
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
犬
会

建
設
委
員
協
議
会

社
会
委
員
協
議
会

県
下
町
村
議
員
研
修

敬
老
会

小
学
校
運
動
会

北
富
士
駐
屯
地
創
立
３
３
周
年

記
念
式
典

議
会
運
営
委
員
会

中
学
校
学
園
祭

ゴ
ル
フ
場
造
成
事
業
計
画
審

議
会

９
月
定
例
第
－
日
目

９
月
定
例
第
２
日
目

保
育
所
運
動
会

消
防
自
動
章
鍵
渡
式

主
任
児
童
委
員
推
薦
委
員
会

９
月
定
例
第
３
日
目

　
９
月
２
日
、
議
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
富
士
北
麓
公
園

に
お
い
て
南
都
留
郡
下
町
村
議
会
議

員
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
犬
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
竈
西
桂
町
の
成
績
は
７
位

と
ふ
る
わ
ず
、
敗
因
分
析
の
結
果
、

「
道
具
が
悪
い
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
？
？
？
。
ま
た
、
　
「
成
績

上
位
団
体
は
地
方
自
治
振
興
に
専
念

し
て
い
る
の
か
」

声
も
。８７６５４３２優

位位位位位位位勝

　
打
数
の
出
し
方
は
、
全
員
が
側
ホ
ー

ル
を
回
り
、
そ
の
内
上
位
６
人
の
成

績
を
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
南
都
留
郡
代
表
上
位
３
チ
ー

ム
の
県
大
会
＾
１
０
月
７
日
開
催
・
２
２

町
村
議
会
出
場
）
の
成
績
は
次
の
と

お
り
。

　
山
中
湖
村
　
第
３
位
　
一
三
一
打

　
鳴
沢
村
　
　
第
Ｍ
位
　
三
二
九
打

　
忍
野
村
　
　
第
６
位
　
三
一
八
打

（
県
大
会
は
２
０
ホ
ー
ル
一

な
ど
と
勝
ち
誇
る

山
中
湖
村

鳴
沢
村

忍
野
村

足
和
田
村

秋
山
村

道
志
村

西
桂
町

勝
山
村

六
四
一
打

六
四
六
打

六
四
九
打

六
六
四
打

六
八
八
打

六
九
六
打

七
〇
七
打

七
三
二
打

　
　
　
編
集
メ
　
モ

宗
冬
に
同
か
っ
て
目
が
短
く
な
っ
た
。

枯
れ
葉
が
落
ち
る
。
景
気
も
低
迷
。

し
か
し
、
物
哀
し
く
な
ら
ず
に
冬
の

楽
し
み
を
見
つ
け
だ
し
心
待
ち
に
し

よ
う
。

★
本
町
公
民
館
が
完
成
し
た
。
下
■

地
公
民
館
も
年
度
内
建
設
に
向
け
て

順
調
に
進
ん
で
い
る
。
地
域
に
愛
さ

れ
る
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
だ
ろ

う
。＊

読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
を
つ
く

り
た
い
。
目
で
わ
か
る
物
も
必
要
か

な
。
内
容
が
堅
い
か
な
。
わ
か
り
や

す
い
紙
面
で
議
会
だ
よ
リ
の
使
命
を

果
た
し
た
い
。
ご
意
見
ご
希
望
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

一
一
藩
薮
－
■
一


